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全
国
市
議
会
議
長
会
の
地
方
部

会
の
定
期
総
会
が
相
次
い
で
開
か

れ
て
い
る
。
東
海
部
会
は
４
月
１０

日
に
四
日
市
市
で
、
近
畿
部
会
は

１３
日
に
羽
曳
野
市
で
、
そ
れ
ぞ
れ

総
会
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、

会
長
は
じ
め
新
役
員
の
選
任
の
ほ

か
、
各
県
の
市
議
会
議
長
会
か
ら

提
出
さ
れ
た
要
望
議
案
の
審
議
等

が
行
わ
れ
た
。

東
海
部
会
は
、
新
会
長
に
山
下

松
一
・
名
張
市
議
会
議
長
を
選
任

し
た
の
ち
、
▽
外
国
人
に
関
す
る

総
合
的
な
政
策
推
進
▽
地
域
生
活

支
援
事
業
の
財
源
の
明
確
化
―
―

な
ど
１５
件
の
議
案
を
審
議
、
可
決

し
た
。
可
決
し
た
要
望
議
案
の
う

ち
３
件
以
内
を
本
会
の
第
８３
回
定

期
総
会
に
提
出
す
る
。

近
畿
部
会
は
、
新
会
長
に
秋
田

栄
一
・
羽
曳
野
市
議
会
議
長
を
選

任
し
た
ほ
か
、
１９
年
度
の
予
算
案

等
を
審
議
、
可
決
し
た
。
ま
た
、

早
稲
田
大
学
大
学
院

教
授
の
北
川
正
恭
氏

に
よ
り
「
地
方
分
権

時
代
に
お
け
る
行
財

政
改
革
に
つ
い
て
〜

議
会
の
役
割
〜
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
た
。

本
会
の
９
つ
の
地
方
部
会
の
総

会
は
、
４
月
５
日
の
東
北
、
北
信

越
部
会
を
皮
切
り
に
開
催
さ
れ

た
。
残
る
北
海
道
部
会
な
ど
５
部

会
の
総
会
は
、
５
月
下
旬
か
ら
６

月
上
旬
に
か
け
て
順
次
開
催
さ
れ

る
。

政
府
は
４
月
２０
日
、
石
川
県
の

能
登
半
島
を
中
心
に
大
き
な
被
害

を
及
ぼ
し
た
「
平
成
１９
年
能
登
半

島
地
震
」
を
激
甚
災
害
に
指
定
す

る
こ
と
を
閣
議
で
決
定
し
た
。

今
回
は
、
災
害
の
対
象
地
域
を

市
町
村
ご
と
に
指
定
す
る
局
地
激

甚
災
害
と
な
っ
た
。
対
象
地
域

は
、
石
川
県
七
尾
市
、
輪
島
市
、

珠
洲
市
の
ほ
か
３
町
。
激
甚
災
害

の
指
定
に
よ
り
、
災
害
復
旧
事
業

の
国
庫
補
助
の
か
さ
上
げ

な
ど
の
財
政
援
助
が
行
わ

れ
る
。

政
府
は
今
回
の
指
定
に
先
立

ち
、
局
地
激
甚
災
害
の
指
定
基
準

を
改
正
。
公
共
土
木
関
係
や
農
地

等
の
措
置
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り

早
期
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
し

た
。本

会
で
は
３
月
２７
日
、
建
設
運

輸
委
員
会
と
地
方
財
政
委
員
会

が
、
能
登
地
震
災
害
を
早
急
に
激

甚
災
害
指
定
と
す
る
よ
う
緊
急
要

望
を
実
施
し
て
い
る
。

本
会
の
嶋
津
隆
之
・
会
長
代
行

（
根
室
市
議
会
議
長
）
は
じ
め
地

方
六
団
体
の
代
表
は
４
月
１９
日
、

総
務
省
で
開
催
さ
れ
た
「
地
方
財

政
に
関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六

団
体
会
合
」
に
出
席
し
た
。

会
合
で
は
、
大
臣
官
房
総
括
審

議
官
か
ら
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
こ
れ
ま
で
の
取
組

み
状
況
、
公
務
員
部
長
か
ら
「
地

方
公
務
員
制
度
改
革
の
流
れ
」
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

こ
の
席
で
嶋
津
・
会
長
代
行

は
、
地
方
税
財
源
の
充
実
に
つ
い

て
要
望
。
「
景
気
回
復
に
よ
り
税

収
増
と
な
っ
て
い
る
首
都
圏
の
都

市
と
は
立
場
が
異
な
り
、
地
方
の

各
自
治
体
の
財
政
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
」
と
窮
状
を
訴
え
、
「
骨

太
の
方
針
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

自
治
体
間
の
格
差
是
正
に
向
け

て
、
是
非
と
も
地
方
税
財
源
の
充

実
に
資
す
る
方
針
が
盛
り
込
ま
れ

る
べ
き
」
と
、
地
方
の
自
治
体
に

対
す
る
配
慮
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
六
団
体
側
か
ら
は
、

４
月
１
日
か
ら
発
足
し
た
「
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
」
の
委
員

と
六
団
体
の
代
表
者
に
よ
る
会
合

を
開
催
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
菅
総
務
相
は
、

「
分
権
改
革
推
進
委
員
と
地
方
の

代
表
者
に
よ
る
意
見
交
換
は
活
発

に
行
わ
れ
る
べ
き
」
と
述
べ
、
六

団
体
の
要
請
に
理
解
を
示
し
た
。
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
轟
正
満
・
長

野
市
議
会
議
長
）
は
４
月
１０
日
、

東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
開

催
。
１９
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算

案
等
を
了
承
す
る
と
と
も
に
、
７

月
３
日
の
総
会
に
提
出
す
る
決
議

案
を
ま
と
め
た
。

決
議
案
に
は
、
自
治
体
病
院
が

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
社

会
的
使
命
を
達
成
で
き
る
よ
う
▽

自
治
体
病
院
に
係
る
地
方
交
付
税

措
置
の
所
要
額
確
保
▽
地
域
の
医

師
不
足
・
偏
在
解
消
の
た
め
の
抜

本
的
対
策
の
推
進
▽
医
師
不
足
が

深
刻
な
小
児
科
・
産
科
・
麻
酔
科

な
ど
の
診
療
報
酬
の
充
実
▽
不
合

理
な
診
療
報
酬
体
系
の
是
正
▽
医

療
安
全
確
保
対
策
の
診
療
報
酬
加

算
措
置
の
拡
充
▽
医
療
情
報
シ
ス

テ
ム
導
入
病
院
へ
の
診
療
報
酬
加

算
措
置
の
拡
充
―
―
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
。

当
日
は
、
総
務
省
の
宿
谷
和
生

・
地
域
企
業
経
営
企
画
室
課
長
補

佐
が
「
自
治
体
病
院
の
現
状
と
課

題
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
（
委
員
長
�
丹
羽
宇
一
郎
・

伊
藤
忠
商
事
会
長
）
は
４
月
１７

日
、
第
２
回
委
員
会
を
開
催
し

た
。
５
月
末
頃
ま
で
に
取
り
ま
と

め
る
改
革
推
進
に
当
た
っ
て
の

「
基
本
的
考
え
方
」作
成
に
向
け
、

全
７
委
員
の
う
ち
３
委
員
が
意
見

を
発
表
し
た
。

最
初
に
作
家
の
猪
瀬
直
樹
委
員

が
意
見
を
発
表
。
こ
の
中
で
、「
東

京
都
の
税
収
は
東
京
都
民
だ
け
で

な
く
、
日
本
国
全
体
の
も
の
」
と

訴
え
た
う
え
で
、
「
東
京
Ｄ
Ｃ
特

区
構
想
」
を
提
案
し
た
。

こ
の
提
案
は
東
京
２３
区
の
う

ち
、
山
手
線
内
の
１２
区
を
国
の
直

轄
的
な
特
区
と
す
る
も
の
。
特
区

の
税
収
の
う
ち
、「
法
人
住
民
税
」

と
「
法
人
事
業
税
」
を
地
方
の
財

源
と
し
て
配
分
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
１
兆
５
０
０
０
億
円
が
地
方
へ

配
分
さ
れ
「
税
収
の
地
域
間
格
差

が
是
正
さ
れ
る
」
と
訴
え
た
。

次
に
、
岩
手
県
知
事
の
増
田
寛

也
委
員
長
代
理
が
、
目
指
す
べ
き

具
体
的
な
成
果
目
標
と
し
て
、
▽

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し

と
権
限
移
譲
▽
税
源
移
譲
を
含
め

た
地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
▽
自

治
体
の
自
立
と
連
携
を
促
す
「
地

方
共
有
税
」
構
想
の
実
現
―
―
等

を
提
案
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
成
果
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
調
査
審
議
の

対
象
を
精
査
、
選
択
す
る
こ
と
が

重
要
と
強
調
。
「
改
め
て
一
か
ら

個
別
の
事
務
事
業
や
国
庫
補
助
負

担
金
の
調
査
審
議
に
力
を
注
ぐ
の

で
は
な
く
、
大
き
な
議
論
に
力
点

を
置
く
べ
き
」
と
指
摘
し
た
。

ま
た
、
３
人
目
の
意
見
発
表
者

と
な
っ
た
佐
賀
県
多
久
市
長
の
横

尾
俊
彦
委
員
は
、
「
第
一
次
分
権

改
革
、
三
位
一
体
改
革
の
成
果
と

課
題
を
踏
ま
え
、
優
先
的
に
改
革

す
べ
き
課
題
を
精
査
す
べ
き
」
と

主
張
。
委
員
会
の
運
営
に
つ
い

て
、「
大
き
な
議
論
」「
あ
る
べ
き

姿
の
追
求
」
に
力
点
を
置
く
べ
き

と
提
案
し
た
う
え
で
、
委
員
間
で

の
「
大
き
な
方
向
性
共
有
」
が
重

要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

第
３
回
委
員
会
は
４
月
２４
日
に

開
き
、
元
地
方
分
権
推
進
委
員
会

委
員
の
西
尾
勝
氏
、
元
地
方
分
権

改
革
推
進
会
議
議
長
代
理
の
水
口

弘
一
氏
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

す
る
予
定
。
第
４
回
委
員
会
は
、

２６
日
に
開
き
、
小
早
川
光
郎
委

員
、
井
伊
雅
子
委
員
、
露
木
順
一

委
員
か
ら
意
見
発
表
が
行
わ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
各
地
で
金
属
泥
棒
が
急
増

し
て
い
る
。
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
車

止
め
や
水
道
の
蛇
口
、
火
の
見
や

ぐ
ら
の
半
鐘
か
ら
滑
り
台
に
い
た

る
ま
で
大
量
に
盗
ま
れ
話
題
と
な

っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
世
界
的

な
金
属
価
格
の
高
騰
が
影
響
し
て

い
る
。

そ
の
第
一
の
原
因
は
中
国
の
経

済
成
長
で
あ
る
。
２
０
０
８
年
の

北
京
五
輪
に
向
け
社
会
基
盤
整
備

が
進
む
と
同
時
に
、
自
動
車
生

産
、
建
物
の
建
設
が
猛
烈
な
勢
い

で
進
ん
で
い
る
た
め
、
原
材
料
の

供
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
い

る
。
日
本
国
内
か
ら
盗
み
出
さ
れ

た
金
属
類
の
多
く
も
、
闇
ブ
ロ
ー

カ
ー
の
手
を
経
て
海
外
に
流
出

し
、
高
値
で
売
り
さ
ば
か
れ
て
い

る
と
い
う
。

さ
ら
に
、
銅
や
ア
ル
ミ
な
ど
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
の
大
き
な
金
属
が
確

実
に
値
上
が
り
す
る
投
機
対
象
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
投
機

マ
ネ
ー
が
殺
到
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
各
種
金
属
の
値
上
が
り
が
加

速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

国
内
で
も
価
格
高
騰
の
影
響
は

出
始
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
は
、
銅
や
ア
ル
ミ
を

主
要
材
料
と
し
て
使
用
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
各
メ
ー
カ
ー
は
、

２
０
０
６
年
末
〜
０
７
年
冬
の
新

機
種
の
価
格
を
、
前
年
比
で
１
割

程
度
高
く
設
定
し
た
。

金
属
各
社
で
は
、
精
錬
や
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
を
高
め
る
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
以
前
に
社
会
全
体
で
省

資
源
経
済
へ
の
転
換
を
は
か
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

金
属
価
格
高
騰

中
国
需
要
に
投
機
資
金
が
流
入

時の話題

��
委委
員員
がが
意意
見見
発発
表表

第
�
回
分
権
推
進
委
開
く

総
会
決
議
案
ま
と
ま
る

病
院
協
が
役
員
会
開
催

第
２
回
委
員
会
の
も
よ
う

病
院
協
役
員
会
の
も
よ
う
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▼
副
議
長

▽
栗
東

國
松

篤（
３
・
３０
）

▼
事
務
局
長

▽
札
幌

濱
上
敏
治（
４
・
１
）

▽
室
蘭

木
村
晴
夫（
４
・
１
）

▽
北
見

佐
藤
宣
秀（
４
・
１
）

▽
夕
張

竹
下
明
洋（
４
・
１
）

▽
苫
小
牧

村
田
邦
夫（
４
・
１
）

▽
名
寄

佐
藤
健
一（
４
・
１
）

▽
千
歳

小
玉

透（
４
・
１
）

▽
深
川

森
田
敏
夫（
４
・
１
）

▽
登
別

武
田
清
次（
４
・
１
）

▽
伊
達
（
北
海
道
）

氏
家
幹
男（
４
・
１
）

▽
弘
前

油
川
亞
夫（
４
・
１
）

▽
三
沢

古
澤
次
寸（
４
・
１
）

▽
盛
岡

吉
田
隆
一（
４
・
１
）

▽
大
船
渡

佐
藤
悦
郎（
４
・
１
）

▽
花
巻

小
原
康
則（
４
・
１
）

▽
遠
野

櫻
井

収（
４
・
１
）

▽
八
幡
平

�
橋
三
夫（
４
・
１
）

▽
多
賀
城

松
戸
信
博（
４
・
１
）

▽
男
鹿

佐
沢
篤
雄（
４
・
１
）

▽
上
山

橋
本
栄
次（
４
・
１
）

▽
福
島

山
岸
正
行（
４
・
１
）

▽
郡
山

佐
藤
満
夫（
４
・
１
）

▽
新
潟

松
浦
一
市（
４
・
１
）

▽
妙
高

笠
原
陽
一（
４
・
１
）

▽
七
尾

羽
土
泰
和（
４
・
１
）

▽
加
賀

酒
井

猛（
４
・
１
）

▽
長
野

寺
島
幸
一（
４
・
１
）

▽
立
川

深
田
則
夫（
４
・
１
）

▽
武
蔵
野

長
澤
博
暁（
４
・
１
）

▽
三
鷹

武
田
秀
己（
４
・
１
）

▽
昭
島

石
川

讓（
４
・
１
）

▽
町
田

吉
原
健
次
郎（
４
・
１
）

▽
小
平

三
沢
武
司（
４
・
１
）

▽
西
東
京

岩
崎
良
司（
４
・
１
）

▽
台
東

生
沼
正
篤（
４
・
１
）

▽
渋
谷

関
口
康
永（
４
・
１
）

▽
横
浜

萩
原

博（
４
・
１
）

▽
小
田
原

鈴
木
紀
雄（
４
・
１
）

▽
茅
ヶ
崎

高
木
寛
通（
４
・
１
）

▽
相
模
原

今
田

良（
４
・
１
）

▽
甲
府

白
須
純
雄（
４
・
１
）

▽
常
陸
太
田

大
谷
利
行（
４
・
１
）

▽
つ
く
ば

坂
入

誠（
４
・
１
）

▽
栃
木

外
丸

健（
４
・
１
）

▽
小
山

斉
藤
輝
吉（
４
・
１
）

▽
下
野

中
村
精
一（
４
・
１
）

▽
伊
勢
崎

新
藤
正
文（
４
・
１
）

▽
沼
田

小
林
有
一
郎（
４
・
１
）

▽
館
林

小
倉
末
夫（
４
・
１
）

▽
越
谷

大
橋
敏
夫（
４
・
１
）

▽
本
庄

山
中
今
朝
男（
４
・
１
）

▽
東
松
山

金
子
克
己（
４
・
１
）

▽
春
日
部

小
林
国
行（
４
・
１
）

▽
羽
生

野
口
重
雄（
４
・
１
）

▽
深
谷

古
川
国
康（
４
・
１
）

▽
上
尾

湯
本
幹
夫（
４
・
１
）

▽
戸
田

戸
塚
光
正（
４
・
１
）

▽
朝
霞

比
留
間
栄
和（
４
・
１
）

▽
和
光

河
本
賢
一（
４
・
１
）

▽
三
郷

石
崎
忠
夫（
４
・
１
）

▽
銚
子

小
澤
康
孝（
４
・
１
）

▽
野
田

池
澤
嗣
雄（
４
・
１
）

▽
茂
原

内
山

実（
４
・
１
）

▽
旭

宮
本
英
一（
４
・
１
）

▽
柏

丸
山
正
美（
４
・
１
）

▽
勝
浦

関

修（
４
・
１
）

▽
浦
安

宇
田
川
精
一（
４
・
１
）

▽
袖
ケ
浦

阿
津
光
夫（
４
・
１
）

▽
南
房
総

福
原
啓
夫（
４
・
１
）

▽
香
取

篠
塚
純
夫（
４
・
１
）

▽
富
士

増
田
錠
一（
４
・
１
）

▽
牧
之
原

紅
林
清
文（
４
・
１
）

▽
西
尾

渡
辺
信
行（
４
・
１
）

▽
常
滑

松
下
武
義（
４
・
１
）

▽
稲
沢

野
村

一（
４
・
１
）

▽
犬
山

番
家
敏
夫（
４
・
１
）

▽
大
府

鷹
羽
保
広（
４
・
１
）

▽
清
須

大
脇
正
博（
４
・
１
）

▽
い
な
べ

渡
邉
廣
次（
４
・
１
）

▽
志
摩

磯
和
範
好（
４
・
１
）

▽
高
山

駒
屋
義
明（
４
・
１
）

▽
本
巣

飯
尾
正
雄（
４
・
１
）

▽
海
津

伊
藤
久
義（
４
・
１
）

▽
東
大
阪

寺
澤
邦
治（
４
・
１
）

▽
貝
塚

田
中
保
治（
４
・
１
）

▽
茨
木

村
西
正
夫（
４
・
１
）

▽
松
原

川
崎

昇（
４
・
１
）

▽
大
東

向
井

博（
４
・
１
）

▽
和
泉

坂
口
晴
則（
４
・
１
）

▽
泉
南

廣
岡

昭（
４
・
１
）

▽
四
條
畷

伊
田
俊
二（
４
・
１
）

▽
交
野

東

良
昭（
４
・
１
）

▽
栗
東

平
田
善
之（
４
・
１
）

▽
長
浜

堤

一
博（
４
・
１
）

▽
高
砂

岡

宗
信（
４
・
１
）

▽
三
田

金
谷
昇
治（
４
・
１
）

▽
南
あ
わ
じ

渕
本
幸
男（
４
・
１
）

▽
加
東

吉
田
道
憲（
４
・
１
）

▽
御
坊

江
川
早
苗（
４
・
１
）

▽
紀
の
川

鍬
初

登（
４
・
１
）

▽
岩
出

亀
田
保
夫（
４
・
１
）

▽
大
田
（
島
根
）

大
野
繁
樹（
４
・
１
）

▽
安
来

金
山
和
義（
４
・
１
）

▽
井
原

西
山
恒
男（
４
・
１
）

▽
美
作

永
井

忠（
４
・
１
）

▽
呉

手
嶋
信
彦（
４
・
１
）

▽
府
中
（
広
島
）

内
海
正
訓（
４
・
１
）

▽
竹
原

伊
藤
順
啓（
４
・
１
）

▽
東
広
島

向
井

正（
４
・
１
）

▽
下
関

田
嶋

勲（
４
・
１
）

▽
防
府

中
村
武
文（
４
・
１
）

▽
岩
国

岩
政
俊
雄（
４
・
１
）

▽
長
門

西
岡
隆
雄（
４
・
１
）

▽
山
陽
小
野
田原

川
清
樹（
４
・
１
）

▽
徳
島

椎
野
誠
一（
４
・
１
）

▽
新
居
浜

�
垣
和
子（
４
・
１
）

▽
伊
予

山
下
宗
教（
４
・
１
）

▽
室
戸

木
下
恵
介（
４
・
１
）

▽
須
崎

田
部

孝（
４
・
１
）

▽
大
牟
田

松
田
雅
廣（
４
・
１
）

▽
柳
川

金
子
健
次（
４
・
１
）

▽
大
川

岡

啓
介（
４
・
１
）

▽
小
郡

赤
川
芳
春（
４
・
１
）

▽
八
代

本
田

勉（
４
・
１
）

▽
天
草

田
代
隆
一（
４
・
１
）

▽
日
田

櫻
木
光
生（
４
・
１
）

▽
佐
伯

吉
岡
定
光（
４
・
１
）

▽
津
久
見

塩
�
祐
二（
４
・
１
）

▽
竹
田

木
村
信
義（
４
・
１
）

▽
由
布

二
ノ
宮
健
治（
４
・
１
）

▽
霧
島

藤
田

満（
４
・
１
）

▽
曽
於

尾
田
義
明（
４
・
１
）

本紙１６４５号（３月５日号）で紹介
しました、「平成１９年度版 全国
都市の特色ある施策集～くらし
ふれあい まちづくり～」が刊行
の運びとなりました。
４月２５日付けで、全国の市議会

事務局宛に１部を送付いたしま
す。
なお、本書を別途、購入希望の

場合には、㈱ぎょうせい（TEL０３
‐５３４９‐６６６２）まで。定価は６，５００
円（税込み）です。

▽
６
月
１８
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
部
会
長
会
議
（
午
前
１１

時
、
全
国
都
市
会
館
）
・
理
事

会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
６
月
１９
日

全
国
市
議
会
議
長

会
�
定
期
総
会
（
午
前
１０
時

半
、
日
比
谷
公
会
堂
）
・
正
副

会
長
会
議
（
午
後
４
時
、
同
）

▽
６
月
１９
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
監
事
会
議

（
午
後
４
時
、全
国
都
市
会
館
）

▽
６
月
２０
日

市
議
会
議
員
共
済

会
�
理
事
会
（
午
前
１０
時
半
、

砂
防
会
館
）
・
代
議
員
会
（
午

後
１
時
半
、
同
）

▽
稲
敷
市
（
茨
城
県
）

FAX
０
２
９
９
（
７
８
）
３
３
９
６

（
議
会
事
務
局
直
通
）

▽
那
覇
市
（
沖
縄
県
）

TEL
０
９
８
（
８
６
２
）
８
１
０
８

（
議
会
事
務
局
直
通
）

お
知
ら
せ

本
紙
５
月
５
日
付
第
１

６
５
１
号
は
、
第
１
６
５

２
号
と
併
せ
、
５
月
１５
日

付
第
１
６
５
１
・
５
２
号

と
し
て
発
行
し
ま
す
。

議

会

人

事

行

事

予

定

電
話
番
号
等
変
更

平平成成１１９９年年度度版版

全全国国都都市市のの特特色色ああるる施施策策集集

いよいよ刊行へ�

（３） 平成１９年４月２５日 第１６５０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
し

て
、
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
支

え
て
き
た
街
、
川
崎
市
。
経
済
の

み
な
ら
ず
、
音
楽
や
映
画
な
ど
文

化
芸
術
の
ほ
か
、
東
日
本
で
の
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
拠
点

「
川
崎
球
場
」
を
抱
え
、
数
多
く

の
名
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き

た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
馴
染
み
の
深
い
川
崎
市
で
本

年
７
月
７
日
か
ら
、
「
第
３
回
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
０
７
川
崎
大
会
」

を
開
催
。
世
界
一
の
座
が
決
定
し

ま
す
。

世
界
各
国
の
地
区
予
選
を
勝
ち

抜
き
、
本
選
へ
の
出
場
を
決
め
た

の
は
６
カ
国
。

１
９
９
９
年
の

第
１
回
イ
タ
リ

ア
大
会
、
２
０

０
３
年
の
第
２

回
ド
イ
ツ
大
会

で
二
連
覇
中
の

日
本
を
は
じ

め
、
ア

メ

リ

カ
、
ス
ウ
ェ
ー

デ

ン
、
ド

イ

ツ
、
フ

ラ

ン

ス
、
韓
国
が
７

月
１５
日
の
決
勝

戦
を
目
指
し
、

川
崎
に
集
結
し
ま
す
。

大
会
で
は
、
ま
ず
参
加
６
カ
国

を
２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
総

当
た
り
戦
に
よ
る
予
選
ラ
ウ
ン
ド

を
開
催
。
順
位
が
確
定
し
た
の

ち
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
３
位
同
士
に

よ
る
５
位
決
定
戦
、
２
位
同
士
に

よ
る
３
位
決
定
戦
、
１
位
同
士
に

よ
る
決
勝
戦
を
行
い
、
世
界
一
の

座
を
決
定
し
ま
す
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
み
合
わ
せ
は

既
に
決
ま
っ
て
お
り
、
第
１
ブ
ロ

ッ
ク
は
、
日
本
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
。
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
の
顔

合
わ
せ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
代
表
に
と
っ
て
決
勝
進
出

に
立
ち
は
だ
か
る
強

敵
は
、
北
欧
の
王
者

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
。
第

１
回
大
会
で
日
本
が

下
し
て
以
来
の
対
戦

と
な
り
ま
す
が
、
米

国
か
ら
プ
ロ
コ
ー
チ

を
招
き
代
表
チ
ー
ム

の
強
化
に
取
組
ん
で
お
り
、

「
打
倒
ジ
ャ
パ
ン
」
に
燃
え
て

い
ま
す
。

三
連
覇
に
挑
む
日
本
代
表
の

熱
き
戦
い
を
観
戦
し
に
、
皆
さ

ん
も
競
技
会
場
へ
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
大
会
事
務
局
（
TEL
０
４
４
―

２
０
０
―
０
０
６
２
）
ま
で
。

（
本
紙
取
材
、写
真
は
�
日
本

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
提
供
）

潟
上
市
は
、
平
成
１７
年
３
月
２２

日
、
天
王
町
、
昭
和
町
、
飯
田
川

町
の
３
町
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
、
若
さ
溢
れ
る
新
し
い
街
で

す
。
県
都
秋
田
市
の
北
に
隣
接
す

る
人
口
約
３
万
６
０
０
０
人
、
面

積
約
９８
平
方
�
の
コ
ン
パ
ク
ト
で

小
回
り
の
利
く
街
と

な
っ
て
お
り
「
一
人

ひ
と
り
が
輝
く

ひ

と
と
環
境
に
優
し
い

田
園
都
市
」
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
い
ま

す
。本

市
の
産
業
は
、

農
水
産
業
を
基
幹
と
し
て
「
あ
き

た
こ
ま
ち
」
の
水
稲
、
梨
、
ブ
ド

ウ
、
バ
ラ
及
び
輪
菊
の
栽
培
、
佃

煮
、
ガ
ザ
ミ
（
ワ
タ
リ
ガ
ニ
）
な

ど
の
他
、
清
酒
や
味
噌
、
醤
油
を

生
産
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
機
器
の
部
品
製
造

も
盛
ん
で
、
秋
田
市
の
ベ
ッ
ド
タ

ウ
ン
と
し
て
県
内
で
は
唯
一
人
口

の
増
加
し
て
い
る
市
と
な
っ
て
い

ま
す
。

合
併
後
、
本
市
議
会
は
定
数
２２

人
の
新
議
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
４
つ
の
常
任
委
員
会
を
設

置
し
、
活
発
な
討
論
と
公
正
な
議

事
運
営
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
政
策
立
案
等
を
積
極
的
に
提

案
し
躍
進
す
る
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

心
豊
か
に
、
対
話
と
ふ
れ
あ
い

の
な
か
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
、

潟
上
市
を
創
造
し
、
市
民
と
行

政
、
議
会
が
心
ひ
と
つ
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」開
催

秋
田
県
で
は
、
今
年
９
月
２９
日

か
ら
１０
月
９
日
ま
で
「
秋
田
わ
か

杉
国
体
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
潟

上
市
は
、
相
撲
と
レ
ス
リ
ン
グ

（
少
年
男
子
）
の
競
技
会
場
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
全
国
各
地
か

ら
選
手
、
役
員
ら
が
参
集
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

本
市
で
は
「
か
た
が
み
に
汗
と

笑
顔
と
感
動
を
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
市
民
が
一
丸
と
な
っ

て
、
お
も
て
な
し
の
心
を

大
切
に
全
国
の
皆
様
を
お

迎
え
い
た
し
ま
す
。
全
国

の
市
議
会
議
員
の
皆
様
の

お
い
で
を
心
か
ら
お
待
ち

申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
は
事
務
局
提

供
）

活
き
生
き

か
た
が
み
の
夢
づ
く
り

か
た
が
み

潟
上
市（
秋
田
県
）

目指せ日本三連覇�
アメフットＷ杯を開催

かわ さき

川崎市（神奈川県）

市市 政政
ニニュューースス

市
庁
舎
に
出
現
し
た
バ
ル
ー
ン
選
手

バラの栽培農家

第２回大会で奮闘する日本代表

秋田わか杉国体・看板
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